
２０１５年（平成２７年）１０月１日（木）

　

日/（曜日）

　

　

議案第34号
基盤強化促進法に基づく
利用権設定について

1件 可

議案第35号
農地法第3条の規定による

許可申請について
1件 可

第15期　第13回総会議題結果報告（平成2７年9月25日開催）

議案番号 件　　　　　　　名 件数 可・否

議案第33号 非農地証明について 1件 可

19日
（月）

第14回執行部会

26日
（月）

第14回農業委員総会

29日
（木）

北部地区合同研修会

平成27年10月 1日（木 ）
編集・発行　大宜味村農業委員会

☎０９８０－４４－３４７７

農業委員会  10月予定表

内　　　容
9日
(金）

各種申請締切日

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

（36号）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大
宜
味
村

①
農
業
者
等
と
農
業
委
員
と
の
話
し

合
い 

  
↓

 

【
意
見
・要
望
を
ま
と
め
る
】 

 

②
村
長
へ
の
建
議
・要
望
書
と
し
て
提

出 
  

↓
 

 

③
村
か
ら
回
答 

 
 

 
 

 
 

↓
 

（
農
業
委
員
会
で
検
討
） 

 

④
28
年
度
の
農
業
政
策
へ
反
映 

 
購読料  ： 月額700円 
         年間購読8,400円 
発  行 ： 毎週金曜日 
申込み  ： 農業委員会事務局 

「電気さく」とは？ 
●田畑や牧場などで、高圧の

電流による電気刺激によって、

野獣の侵入や家畜の脱出を

防止する「さく」のことです。 
●「電気さく」は、人に対する
危険防止のために、電気事
業法によって施設方法が定
められています。 

詳細は、大宜味村ホームページの［新着］を御覧ください。（2015年8月26日） 

・電気さくの安全管理について    担当 前田 TEL : 0980-44-3232 

農
業
者
等
と
農
業
委
員
と
の 

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
（9
／
28
） 

  農業委員会では、毎年、農業者等の意見交換会を開催し、農

家の意見、要望等を村行政へ提案してきました。 

 今回の意見交換会においても、村内の農業上の課題、青年就

農給付金受給者からの課題等多くの意見がでました。 課題等の

内容によっては、農業委員からアドバイスする場面も有りました。

参加した農業関係者さんは16名でした。 

今回の要望をまとめ、村の施策へ建議・提言を提出します。 

①
三
村
広
域
で
の
鳥
獣
害
対
策
の
協
議
に
つ
い
て 

②
自
然
災
害
対
策
の
た
め
の
ハ
ウ
ス
（
強
化
ハ
ウ
ス
・

平
張
ハ
ウ
ス
）
支
援
事
業
の
促
進
に
つ
い
て 

③
畑
灌
水
設
備
の
整
備
に
つ
い
て 

④
６
次
産
業
化
等
を
見
込
ん
だ
村
の
販
売
戦
力
と

し
て
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て 

⑤
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
安
定
生
産
に
む
け
て 

⑥
土
地
改
良
区
の
再
整
備
に
つ
い
て 

⑦
田
嘉
里
地
区
農
道
の
整
備 

⑧
就
農
者
住
宅
対
策 

⑨
江
洲
地
区
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
の

お
願
い 

平
成
26
年
度
の
建
議
・要
望
事
項
は
９
項
目
で
し
た 

次年度の農業政
策へ反映されるん
ですよ。 

意見交換会の結

果どうなるの？ 

   

第
一
章 

総
則
（定
義
） 

 
 

第
二
条
の
ニ 

  

第
二
章 

権
利
移
動
及
び
転

用
の
制
限
等 

 

第
三
条 

 

一
、
第
四
十
六
条
一
項
又
は

第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
つ
て

所
有
権
が
移
転
さ
れ
る
場
合 

ニ
、
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が

作
成
し
た
調
停
案
の
受
諾
に

伴
い
所
有
権
が
移
転
さ
れ
、
又

は
賃
借
権
が
設
定
さ
れ
、
若
し

く
は
移
転
さ
れ
る
場
合 

三
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四

十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
第

三
十
七
条
に
規
定
す
る
特
定

利
用
権
が
設
定
さ
れ
る
場
合 

四
、
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ

つ
て
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
遊
休
農
地
を
利
用
す
る
権

利
が
設
定
さ
れ
る
場
合 

五
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
取
得
す

る
者
が
国
又
は
都
道
府
県
で

あ
る
場
合 

六
、
土
地
改
良
法
（昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（昭
和
四
十
四
年
法

律
第
五
十
八
号
）、
集
落
地
域

整
備
法
（昭
和
六
十
二
年
法
律

第
六
十
三
号
）又
は
市
民
農
園

整
備
促
進
法
（平
成
二
年
法
律

第
四
十
四
号
）に
よ
る
交
換
分

合
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
権
利
が

設
定
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ

る
場
合 

七
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
広
告
が
あ
つ
た
農
用
地
利

用
集
積
計
画
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
つ
て
同
法
第
四
条
第
四

項
第
一
号
の
権
利
が
設
定
さ

れ
、
又
は
移
転
さ
れ
る
場
合
。 

《人・農地プラン地域検討会の開催のお知らせ》 

「大宜味村 人・農地プラン」の見直し作業を進めるための検討会を開催します。 

 今後地域の農業を任せられる中心的な担い手についての認定や10年後、20年

後の農村のあり方を検討する会議です。 

 男性だけでなく多くの女性の方々にも参加していただきますようお願い致します。 

お問い合わせ 大宜味村産業振興課 農政係 宮城 利安 
TEL:0980-44-3232 FAX:0980-44-3999 

青年就農給付金受給者 

来賓 

沖縄県北部農林水産振興センター 

農業改良普及課長：呉屋 光一様 

意見交換会の様子 



２０１５年（平成２７年）１０月１（木）

ハロウィン用かぼちゃの 

       おもな品種 

・ハロウィン 

・プッチーニ 

・オモチャカボチャ 

・アトランティックジャイアント 

・ベビーパム 

8
月
28
日
、
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
、
農
業
委
員

会
法
を
含
む
「農
業
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」が
可
決
・成

立
し
た
。 

 

今
回
の
法
改
正
は
、
２
０

１
３
年
11
月
の
規
制
改
革

会
議
の
提
言
に
端
を
発
し
、

農
業
委
員
会
、
農
業
生
産

法
人
、
農
協
と
い
う
農
政

の
根
幹
を
一
体
的
に
見
直

す
と
い
う
大
が
か
り
な
も

の
だ
っ
た
。 

 

テ
ー
マ
が
幅
広
す
ぎ
た

こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
一

方
的
に
「岩
盤
規
制
」と
見

て
攻
撃
す
る
向
き
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
与
党
自
民

党
で
の
改
革
案
と
り
ま
と

め
議
論
も
混
迷
し
た
。
ま

た
、
現
場
か
ら
も
、
改
革

の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も

農
政
改
革
の
優
先
順
位
と

し
て
は
疑
問
を
呈
す
る
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
経
緯
で
策

定
さ
れ
た
同
法
案
の
審
議

で
は
、
衆
参
両
院
の
農
林

水
産
委
員
会
で
、
野
党
議

員
だ
け
で
な
く
、
与
党
議

員
か
ら
も
現
場
で
の
運
用

に
あ
た
っ
て
懸
念
の
声
が

多
く
あ
が
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
衆
院
で
15

本
、
参
院
で
16
本
と
異
例

に
多
い
数
の
附
帯
決
議
が

な
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選

任
制
移
行
に
伴
う
地
域
か

ら
の
代
表
制
の
堅
持
な
ど

を
求
め
た
。 

 

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
、

衆
参
両
院
あ
わ
せ
約
50
時

間
に
わ
た
っ
て
真
摯
に
審

議
し
た
関
係
国
会
議
員
に

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

改
正
農
業
委
員
会
法
の

施
行
日
は
来
年
4
月
1
日

と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
残

さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。

新
体
制
へ
の
意
向
に
あ

た
っ
て
の
運
用
は
政
省
令

で
定
め
ら
れ
る
も
の
が
多

い
。
現
場
で
の
無
用
の
混

乱
を
避
け
る
た
め
に
も
、

政
府
は
政
省
令
を
早
期
に

制
定
す
る
と
と
も
に
、
丁

寧
な
説
明
と
万
全
な
対
応

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 

政
府
は
繰
り
返
し
、
今

回
の
法
改
正
は
「農
業
所

得
の
増
大
」の
た
め
だ
と

説
明
し
て
き
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
農
業
委
員
会
は

「農
地
利
用
の
最
適
化
」に

業
務
を
重
点
化
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
米
価

低
迷
な
ど
、
所
得
増
大
の

た
め
に
重
要
な
「本
丸
」の

課
題
は
不
透
明
な
ま
ま
だ
。

今
回
の
改
革
を
成
果
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、

政
府
に
は
、
農
業
者
が
最

も
望
む
「本
丸
」の
解
決
に

向
け
、
全
力
を
あ
げ
て
も

ら
い
た
い
。 

 

（全
国
農
業
新
聞
「主
張
」

よ
り
掲
載 

Ｈ
２
７
年
9
月
4
日
（金
）） 

新
体
制
に
向
け
万
全
の
措
置
を 

改正農委法が成立 

今月は、シークヮーサー生産組合の設立とメンバーをご紹介します。 
【趣 旨】 
台風等の自然災害や機種変動に対応した、定時・定量・定品質な農
産物を供給する産地を形成し、農家の経営安定を図るため、災害に
強い栽培施設の整備を補助事業により支援します。 
これまで生食用の青切りシークヮーサーを安定的につくろうと思って
も、台風などの災害でなかなか高品質な果実を生産するのは難し
かった為、災害対応型栽培施設、いわゆる平張施設を整備します。 
台風などの強風に負けない状況を作って、高品質の生食用シー
クヮーサーを生産して頂きたいと思っています。 この事業実施主体
の要件として農家3戸以上が共同で出荷などをする組織を組合にし
て、補助事業を展開していきます。 
 
【 メンバー 】 
松本 政尚 ・ 眞喜志 豊 ・ 平良 哲  ・ 金城 清隆 ・ 手登根 恵貴 
 

日本でもこの数年の間に、イベントとして定着してきたハロウェインをご紹介します。 
毎年10月31日に行われる、古代ケルト人が起源と考えられている祭りのこと。もと
もとは秋の収穫を祝い、悪霊などを追い出す宗教的な意味合いのある行事であっ
たが、現代では特にアメリカで民間行事として定着し、祝祭本来の宗教的な意味
合いはほとんどなくなっている。カボチャの中身をくりぬいて「ジャック・オー・ランタ
ン」を作って飾ったり、子どもたちが魔女やお化けに仮装して近くの家々を訪れて
お菓子をもらったりする風習などがあります。 
 
ジャック・オー・ランタン、あるいは、ジャックランタン （鬼火のような存在） 
「お化けカボチャ」「カボチャちょうちん」とも言えるもので、オレンジ色のカボチャを
くりぬき、ナイフで目、鼻、口をつけ、内側に火のついたろうそくを立てるもので、最
もハロウィンらしいシンボルです。 

全国農業新聞から
のご紹介です 

オモチャカボチャ 

アトランティックジャイアント 

（コンテストに出展される品種） 

 ・執行部   ・総会  

  （9/18）  （9/25） 

  
農地利用の最適化 

 
○担い手への集積・集約化 

○耕作放棄地の発生防止・解消 

○新規参入の促進 など 

法律の狙い 

※そのほか、「意見の公表・建議」を「農地利用最適化 推進施策に関する改善意見
の提出」として新たに規定（農業委員会及び都道府県・全国ネットワーク機構） 

都道府県農業会議 

農委のネットワーク組織 
として機能強化 

○都道府県及び全国段階の農業
委員会ネットワーク機構へ移行 
○農業委員会に対する支援 
 （都道府県機構）、農地情報の収
集・整理・提供、新規就農支援、法
人化支援、担い手の組織化・運営
支援・・・などを法定化 

サ
ポ
ー
ト 

○市町村長の専任制 

 ・地域等からの推薦、公募を実施 

 ・候補者情報の公表、結果の尊重 

 ・市町村議会の同意 

○過半が認定農業者⇒例外基準  

○利害関係のない者が1人以上 

○年齢・性別に著しい偏りがないように配慮 

○委員数を半分程度に縮減（政府方針） 

  ⇒定数基準  

 

○農地利用最適化に向けた推進活動を
実施 
○農業委員会が区域ごとに委嘱 
 ・区域からの推薦・公募を実施 
 ・候補者情報の公表、結果の尊重 
  ⇒委嘱の例外基準  

  ⇒定数基準  

農業委員会 

農業委員の選出方法の見直し 

農地利用最適化推進委員の新設 

省令 

政令 
政令 

政令 

ベビーパム 

赤土流失対策でベチバーを植栽 
9/15 

各申請の調査 （9/15～9/16） 

饒波  米須章委員  
白浜  比嘉悟委員 

8.1調査 
農家さん宅を訪問  

玉城 等農業委員 9/18 

平成２７年度 
大宜味村紅茶生産組合総会 

目標は 

・紅茶作りの技術習得！ 

・苗木の育成! 

住係長と農地の相談 9/10 

第13回農業委員総会 9/25 


